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付録 2022 年 3 月 


NATO/EU の 侵略 は 
ウクライナ で の 戦争 を 引き 起こ す 


ウクライナ と ロン シア の 労働 者 : 
銃口 を 自身 の 支配 者 に 向け よ ! 


この 声明 は 、 英語 版 『SPARTACISTI 付録 (2022 年 2 月 
27 日 ) か ら 翻 訳 さ れん た も の で ある 。 


ロシア に よる ウクライナ へ の 侵攻 は 、 何 十 年 に も 理 る 米国 主 
導 の 北大 西洋 条約 機構 (NATO) と 欧州 連合 (EU) の 拡大 に 
よっ て 引き 起こ され た 。 帝国 主義 諸 大 国 は 、 ツ 連 邦 を 破壊 し た 
資本 主義 反革命 を 指揮 し た 後 で 、 ロ シア 国境 地帯 に まで 東方 
へ と 支配 権 を 拡大 し 、 そ の 地 に 略奪 と エス ニッ ク 間 の 争い と 届 
辱 を も た らし て いる 。 西側 の 帝国 主義 者 た ち は 現 在 、 ロ シア に 
よる | 侵略 戦争 ] と ウクライナ の 主権 の 侵害 に 対し て 激怒 し て い 
る 。 世界 中 の 労働 者 を 略奪 し て いる こう し た 盗賊 ども は 、 ウ クラ 
イナ の 民族 的 諸 権利 な ど 恨 と も 思わ な い 。 彼ら が 本 当 に 激怒 し 
て いる の は 、 東 ヨー ロッ パ を 略奪 する 彼ら の 独占 的 権利 に 対し 
て 、 また この 地域 で の 米国 の 謀 権 に 対し て 、 ロ シア が 挑戦 し て 
いる か ら に 他 な ら な い 。 危機 と 戦争 と いう 終わ る こと の な い 循 
環 は 、 帝 国 主義 の 中 心 諸国 に お ける 社会 主義 革命 を 通じ て 、 そ 
の 根元 を 断ち 切ら な けれ ば な ら な い 。 米国 で の 労働 者 革命 を ! 
自ら の 意思 に より 統一 し た ヨー ロッ パ ・ ソ ビエ ト 合 衆 国 を ! 

ウクライナ と ロシア と の 間 の 戦争 に お いて 、 前 進 する 唯 
進歩 的 な 道 が ある 。 それ は 、 こ の 二 つ の 資本 家 階 級 間 の 戦争 
を 労働 者 が 両国 の 資本 家 階 級 を 打倒 する 内 戦 に 転化 する こ 
と で ある 。 我々 は ウクライナ と ロシア の 兵士 と 労働 者 に 呼び か 
ける 。 互い に 交歓 せよ ! 銃 口 を 自身 の 搾取 者 に 向け よ ! 

この 戦争 は 根本 的 に 、 ウ クラ イナ が どちら の 勢力 圏 に 属す 
る か を めぐ る 戦争 で ある 。 ロシア 軍 か それ と も ウクライナ 軍 の ど 
ちら の 勝利 も ふ 、 さ ら な る 抑圧 を も た らし うる だ け で ある 。 ウ ク ラ イ 
ナ 政 府 は ウクライナ を 解放 する た め に 戦っ て いる の で は な く 、 ウ 
クラ イナ を NATO/EU の 帝国 主義 諸 大 国 に 一 層 隷 属さ せる た め 
に 戦っ て いる の で ある 。 ウクライナ は 、 2014 年 に お ける 米国 支 
援 の クー デ タ ー 以 来 、 帝 国 主義 諸 大 国 に 従属 し て きた の だ 。 ウ 
クラ イナ 政府 の 勝利 は 、 ウ クラ イナ に お ける ロシア 人 マイ ノリ ティ 


へ の 抑圧 も 増大 させ る だ ろう 。 その 一 方 で 、 ロ シア に よる ウ ク ラ 
イナ 侵略 は 、 帝 国 主義 の 搾取 を ロシア の 潜 で 取っ て 代え よう と 
し て いる だ け で ある 。 ドド ネ ツク と ル ハ ンス ク で の 自身 の 統治 を 求 
め る 正当 な 民族 闘争 は 現在 、 ロ シア の より 広範 な 反動 的 戦争 目 
的 に 結び 付け られ て いる 。 ウクライナ と ロシア で 革 命 が 起 こる な 
ら ば 、 民族 問題 を 解決 し 、 オ リガ ル ヒ を 排除 し 、 自国 の 擁 取 者 
に 対抗 し て 立ち 上 が る よう 国際 的 に 労働 者 を 鼓舞 する だ ろう 。 
現在 の 戦争 の 革命 的 結果 は 必要 で あり 可能 で ある 。 1917 年 
に も 、 ロ シア と ウクライナ の 勤労 者 は 、 彼 ら の 支配 者 に より 大 砲 
の え じ き の 兵 士 と し て 利用 され て いた 。 彼ら は これ に 終止 符 を 
打っ た 。 彼ら は 、 将校 を 銃殺 し 、 世 界 で 最も 偉大 な 革命 に お い 
て 、 共通 の 挫 取 者 で ある 資本 家 と 地主 を 一 掃 す る た め ボ ル シ ェ 
ビ キ 指 導 部 の 下 で 反乱 を 起こ し た 労働 者 に 加わ る こと に より 、 
そう し た の で ある 。 ロシア と ウクライナ で 新た な 十 月 革命 を ! 
資本 主義 世界 は 、 パ ン デ ミッ ク に よっ て 引き 起こ され た 二 
年 に 及ぶ 危機 で すでに 荒廃 し て いる 。 ロッ クダ ウン 、 失業 、 
労働 強化 、 イ ン フ レ 、 崩壊 し か けた 医療 は 、 世 界 中 の 労働 者 
に と っ て 現実 の ぁゃ の で ある 。 現在 の 戦争 は 、 労働 者 の 生活 水 
準 の 破壊 を 加速 させ 、 ま た 階級 対立 を 先鋭 化 さ せる だ け で あ 
る 。 革命 家 の 任務 は 、 資本 主義 社会 の 底辺 で 蓄積 され つつ あ 
る 激しい 篤 り を 、 戦 争 、 困 徐 、 搾取 に 対す る 唯一 の 解決 へ と 、 
つま り 国 際 的 な 労働 者 支配 の 確立 へ と 転換 する こと で ある 。 
パン デミ ッ ク は 現在 の 労働 運動 指導 者 た ちの 完全 な 破産 
を は っ きり と 暴露 し た 。 労働 者 階級 が ウィ ルス と 資本 家 の 攻 
撃 双方 に 打ち の め さ れ て きた 一 方 で 、 こ うし た 階級 の 裏切り 
者 た ち (社会 民主 主義 者 、 ス ター リ ニ ス ト 、 労 働 組合 官僚 ) 
は 、 完全 に ボス 側 に 立ち 、 さ ら な る ロッ クダ ウン と 犠牲 を 要求 
し た の で ある 。 現在 、 特 に 帝国 主義 の 中 心 諸国 で 、 こ うし た 
同じ 裏切り の 指導 者 た ち は 、 労 働 者 を 米国 と その 同盟 諸国 
の 目標 に 結集 させ 、 NATO と EU へ 尽き な ぃ い 忠誠 を 捨 い 、 ロ シ 
ア を 飲 僚 へ と 陥れ る 制裁 を 科す べき だ と 要求 し て いる の で あ 


EU と NATO を 打倒 せよ ! 


(労働 組合 員 に よる 印刷 ) 


る 。 音 切 り は も うた くさ ん だ ! 労 働 者 は この 制裁 と ウクライナ 
へ の 軍事 援助 に 反対 し な けれ ば な ら な い ! 労 働 者 階級 は 帝 
国 主義 に よる 国外 で の 略 春 行 為 、 ま た 国内 で の 生活 水準 へ 
の 攻撃 に 対し て 闘 うた め に 、 自 身 の 指導 部 と 手 を 切ら な けれ 
ば な ら な い 。 労働 者 階級 は 、 資本 主義 の 墓 堀 人 と し て の 世界 
史 的 な 役割 を 果たす た め 、 新 た な 草 命 的 指導 部 を 必要 と し 
て いる 。 第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナル を 再度 鍛え 打ち 固め よ ! 


常 国 主 義 の た め の | 社会 主義 者 | の 手先 
帝国 主義 と 戦争 に 対す る 真 の 革命 的 反対 を 構築 する た め の 

前 提 条 件 は 、 似 非 ト ロ ツ キス ト や スタ ー リ ニス ト や 毛沢東 主義 

者 に 対し て 容赦 な く 闘 争 す る こと で ある 。 彼ら は 、 自 国 帝国 主 

義 の 主人 や 民族 プル ジョ アジ ー へ の 完全 な 追従 を 覆い 隠す た 

め 、 平 和 主 義 や 「 反 帝国 主義 ] の スロ ー ガ ン を 利用 する 。 彼ら 

は 、 第 一 次 世界 大 戦中 、 レ ー ニ ン が 警告 し て 反対 し た 日 和 見 主 

義 者 と 同様 で ある 。 彼ら 日 和 見 主義 者 は 、「 見 え 透 いた 読 弁 に 

よっ て 、 マ ルク ス 主 義 か ら そ の 革命 的 な 精髄 を 抜き と り 、 マ ルク 

ス 主義 の うち で 、 革命 的 な 闘争 手段 と 、 そ れ の 宣伝 お よび 準備 

と 、 ほか な ら ぬ この 方 向 を めざす 大 上 衆 の 教育 と を の ぞ け ば な ん 

で も みとめ る 」 (『 社 会 主義 と 戦争 』 、191S 年 ) 。 以下 に 記す の 

は 今日 の 日 和 見 主義 者 が 喧伝 する 主要 な 欺 忠 で ある 。 

・ | ウクライナ で の 戦争 反対 」 。 左翼 全体 に わた り 掲 げ ら れ て 
いる この スロ ー ガ ン は 、 革命 的 な 闘争 を 抜き に し て 戦争 の 正 
当 な 解決 が あり うる と 、 人 々 を 誠 く 平和 主義 の 詐欺 で ある 。 資 
本 主義 の 強盗 た ちの 間 の いか な る 停戦 や 和平 協定 も $、 戦 争 の 
原因 に 取り か か る こと な ど な い だ ろう 。 そう し た いか な る 合意 
も 必然 的 に ロシア と ウクライナ の 労働 者 に 対し て 向け られ 、 次 
の 血塗ら れ た 対立 の 基 長 を 準備 する だ ろう 。 永続 的 で 民主 的 
な 平和 を 望む 者 は 誰 で も 、 現 在 の 資本 主義 の 戦争 を ロシア と 
ウクライナ の ブル ジョ アジ ー に 対す る 内 戦 に 転化 し 、 ま た 革命 
を 帝国 主義 諸国 に 拡大 する た め に 闘わ な けれ ば な ら な い 。 

・ | ロシア 軍 は ウクライナ か ら 出 て いけ | (例え ば 、 労働 者 イン 
ター ナシ ョ ナル の た め の 委 員 会 [Committee for a Workers* 
International、 日 本 支部 名 は 国際 連帯 ] に よっ て 掲げ られ た 
も ゎ ゃ の ) 。 これ は NATO の スロ ー ガ ン で あり 、 ウ クラ イナ 政府 の 
勝利 を 意味 する も る の で し か な い 。 米国 、 ブ リ テ ン 、 フラ ンス 、 
ドイ ツ で この スロ ー ガ ン を 掲げ る 者 は 、 ウ クラ イナ 労働 者 の 
解放 で は な く 、 自 国 の 帝国 主義 支配 者 が ウクライナ を 略 春 
する 自由 を 要求 し て こい る の だ 。 

・ 「NATO を 打倒 せよ !」 これ は 必要 な スロ ー ガ ン で は ある 
が 、 NATO の 経済 的 付属 物 で ある EU に 反対 する こと な 
く 掲げ られ て いる と 、 軍 国 主義 の な い 帝 国 主 義 が 可能 だ と 
いう 幻想 を 促進 する に すぎ な い 。 金融 資本 の 平和 的 な ] 
経済 的 略奪 こそ が 戦争 の 基 盤 を 準備 する の で ある 。 EU と 
ユー ロ は この 略奪 の た め の 手 段 で ある 。 ドイ ツ と フラ ンス 主 
導 の EU を 無害 な も る の と し て 描き 出し 、「 軍 国 主義 的 な 」 米 
国 主導 の NATO か ら 切 り 離 し て 主張 する の は 、 甚 だ し い 
社会 排外 主義 で し か な い 。 例え ば 、 労働 者 の 闘争 (Lutte 
Ouvriere) は NATO を 非難 する 一 方 で 、 ウ クラ イナ が BEU 加 
盟 を 拒否 され 、「 も ふし ウクライナ が EU 加 盟 で きた ら 幾 分 か 


国際 共産 主義 者 同盟 (第 四 イ ンタ ー ナ ショ ナリ スト ) 


SDartacist@spartacist.Org ・ 1cl-fi.org 


スパ ル タ シ スト ・ 日 本 グル ー プ 
sg]_lcl@ yahoo.coJjp・03-3963-8007 


の 利益 を 得 た だ ろう 」 (2 月 22 日 ) と 嘆い て いる の だ 。 フ ラン 
ス 帝 国 主義 へ の 何と いう お ぞ ま し い 屈 服 か ! ヨー ロッ パ の 
労働 者 に 聞い て みよ 。 EU は た だ 単に 経済 的 な 窒息 と 民族 
の 従属 を も た ら す に すぎ な い の だ 。 

「 ロ シア 帝国 主義 に 反対 」( ド イツ ・ マ ルク ス 主 義 ・ レ ー ニ ン 
主義 党 [Marxistisch-Leninistische Partei Deutschlands] 
の 立場 、 他 に も 多数 の 組織 は ある が ) 。「 ロ シア 帝国 主義 」 
反対 を 誇示 する 言動 は 、 自 国 帝国 主義 の 主人 の 犯罪 を 史 い 
隠す の に 奉仕 し 、 主要 な 敵 は 真 に 誰か と いう こと に 関し て 
労働 者 を 芝 く 。 世界 は モス クワ で は な く 、 ニ ュー ヨー ク 、 フラ 
ンク フル ト 、 パリ 、 ロ ンド ン 、 東京 に お ける 金融 資本 の 中 心 
地 か ら 支 配 さ れ て いる 。 ロシア の 支配 階級 は 、 極め て 反動 
的 で ある が 、 帝 国 主 義 者 で は な い 。 この 支配 階級 は 自国 の 
労働 者 階級 を 抑圧 し 、 地域 大 国 の 支配 階級 で ある 。 それ に 
対し て 、 帝 国 主 義 者 は 地球 全体 の 労働 者 の 生き 血 を 吸い 取 
り 搾 取 し て いる の だ 。 

「 ウ クラ イナ で の 帝国 主義 戦争 反対 」 (ギリシャ 共 産 党 と そ 
の 仲間 ) 。「 反 帝国 主義 ] の ひね り が 加わ っ た 平和 主義 の 
が らく た 。 この 戦争 を 帝国 主義 的 だ と 主張 する こと は 、 労 
働 者 を ご ま か し 基 くも $ も の で ある 。 も し NATO か いずれ か の 
帝国 主義 大 国 が この 戦争 に 直接 加わ る な ら ば 、 帝 国 主 義 
者 の 敗北 の た め 軍 事 的 に ロシア の 側 に 立つ こと は 、 い か な 
る 革命 家 に と っ て も 義務 と な る だ ろう 。 な ぜ な ら 、 帝 国 主 義 
は 国際 的 に 資本 主義 反動 の 主要 な 防壁 だ か ら で あ る 。 この 
課題 こそ 正 に 、「 ロ シア 帝国 主義 ] に つい て 喧伝 する 者 に よ 
っ て 拒絶 され て いる こと に 他 な ら な い 。 

「 労 働 者 は ロシア の 側 に 立つ べき か ?」 左翼 の ある も の は 、 ロ 
シア が 帝国 主義 者 に 挑戦 し て いる の だ か ら 、 こ の 戦争 に お い 
て ロシア を 支持 すべ きだ と 信じ て いる 。 これ は 大 ロシア 排外 
主義 へ の 屈服 で ある 。 ロシア は 帝国 主義 者 と 戦争 し て いる の 
で は な く 、 ウ クラ イナ 政府 と 戦争 し て いる 。 ウクライナ と ロシア 
に お いて 帝国 主義 と 闘う プロ レタ リア の 戦略 は 、 ウ クラ イナ と 
ロシア の 労働 者 の 共同 の 革命 的 な 闘争 に ある の で あっ て 、 ク 
レム リン の 企 て の 支持 に ある の で は な い 。 ウクライナ 民族 の ロ 
シア へ の 従属 は 、 民族 的 な 対立 を さら に 燃え 上 が ら せ 、 こ う 
し た 展望 に 対す る 途方 も な い 障 害 を も た ら す で あろ う 。 

大 ロシア 排外 主義 者 デー チン が 民族 抑圧 に 反対 する レー 
ニン の 草 命 的 政策 を 紺 弾 し た と き 、 全て の 似非 マル クス 主義 
者 は 慎 慌 し 篤 り の 声 を 上 げた 。 それ は 大 層 ご 立派 で あっ た 。 
し か し 、 現 在 の 戦争 で レー ニン を 真 に 擁護 する と いう こと は 、 

| 社会 主義 | の 美 辞 民 名 を 使い な が ら 、 実 際 に は 帝国 主義 
者 の 追従 者 で ある 社会 排外 主義 の 裏切り 者 た ち を 暴 串 する 
こと を 意味 する 。 この 点 に 関し て 、 レー ニン は 自身 の 立場 を 擁 
護 す る こと が で きる : 

「 ブ ル ジ ョ アジ ー に と っ て は 、 講 和 に つい て の 人 徐 善 的 
な 文句 で 、 空っぽ ぼ な 、 な ん の 義務 も 負わ せな い 文 句 で 、 
労働 者 を 戦時 の 革命 的 闘争 か ら そ ら せ 、「 無 併合 の 講 
和 』 と か 、 民主 主義 的 講和 と か へ の 期待 に よっ て 、 労働 
者 を ね むり こま せ 、 な ぐさ め る こと こそ が 、 必要 な の で あ 
る 。 … 社 会 主義 的 な 講和 綱領 の 第 一 の 基本 的 な 条項 
は 、 プ ロレ タリ アー ト に た いす る ブル ジョ ア 的 影響 を 強 
化す る こと を 意味 する カウ ツキ ー の 講和 条項 の 偽善 を 
暴露 する こと で な けれ ば な ら な い 。 」 

ー「 講 和 綱 領 」 に つい て (1916 年 ) 
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